
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録

開催日時：令和８年７月１０日（金）   ８：２０～８：２６ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：高 市 早 苗 内閣総理大臣 

林 芳 正 国務大臣（総務大臣） 

平 口  洋 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

片 山 さつき 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

松 本 洋 平 国務大臣（文部科学大臣） 

上 野 賢一郎 国務大臣（厚生労働大臣） 

鈴 木 憲 和 国務大臣（農林水産大臣） 

赤 澤 亮 正 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

金 子 恭 之 国務大臣（国土交通大臣） 

石 原 宏 高 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（防衛大臣） 

木 原  稔 国務大臣（内閣官房長官） 

松 本   尚 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

牧 野 たかお 国務大臣（復興大臣） 

あかま 二 郎 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

黄川田 仁 志 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

城 内 実 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

小野田 紀 美 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：尾 﨑 正 直 内閣官房副長官 

佐 藤   啓 内閣官房副長官 

露 木 康 浩 内閣官房副長官 

岩 尾 信 行 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件       １件 

○国会提出案件    ２４件 

○公布（法律）     ２件 

○政令         １件 

○人事         １件 

いずれも、案件表のとおり、決定となった。 
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議事内容： 

○木原国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。 

  まず、閣議案件について、佐藤副長官から御説明申し上げます。 
○佐藤内閣官房副長官：国会提出案件について、申し上げます。まず、「水循環白書」、

「男女共同参画白書」、「首都圏白書」、「土地白書」、「観光白書」及び「交通政策白

書」について、御決定をお願いいたします。後程、「水循環白書」、「首都圏白書」、

「土地白書」、「観光白書」及び「交通政策白書」につきましては国土交通大臣から、

「男女共同参画白書」につきましては黄川田大臣から、御発言があります。 
  次に、北朝鮮人権侵害対処法に基づき、拉致問題等に関する政府の取組を国会に

報告することについて、御決定をお願いいたします。 
  次に、質問主意書に対する答弁書１７件について、お手元の資料のとおり、御決

定をお願いいたします。 
  次に、法律の公布について、御決定をお願いいたします。「主要食糧の需給及び価

格の安定に関する法律の一部改正法」外１件が、８日の参議院本会議において、可

決成立したものであります。 
  次に、政令について、御決定をお願いいたします。「国民年金法施行令等の一部改

正令」は、２０歳前に発した傷病による障害に係る障害基礎年金等について、所得

基準額を改めるものであります。 
  次に、人事案件について、申し上げます。近寅彦外１４４名の叙位又は叙勲等に

ついて、御決定をお願いいたします。 
  次に、件名外案件について、申し上げます。「円借款の供与に関する書簡」をカン

ボジアとの間で交換することについて、御決定をお願いいたします。本件は、「シハ

ヌークビル港新コンテナターミナル整備計画」に約１７８億円を限度とする円借款

を供与することについて、取り極めるものであります。なお、相手国政府との書簡

交換まで不公表といたしたいので、御了承をお願いいたします。 
○木原国務大臣：次に、大臣発言がございます。まず、国土交通大臣。 
○金子国務大臣：この度、「水循環白書」、「首都圏白書」、「土地白書」、「観光白書」及

び「交通政策白書」を取りまとめましたので、報告いたします。これらの白書は、

それぞれ水循環基本法、首都圏整備法、土地基本法、観光立国推進基本法及び交通

政策基本法の規定に基づき、政府が毎年、国会に対し報告しているものです。各白

書では各分野の動向や施策等を取りまとめて報告しております。 
○木原国務大臣：次に、黄川田大臣。 
○黄川田国務大臣：この度、男女共同参画白書を取りまとめましたので、報告いたし

ます。本白書は、男女共同参画社会基本法に基づき、国会に提出するものです。今

年度の白書の特集では、「仕事や職業キャリアに関する女性の学び直し・暮らしを

充実させる男性の学び直し～学び直しの現状と分析～」をテーマとしました。我が

国の女性活躍・男女共同参画を更に前進させるためには、男女共に、これまで育児

や介護等で職業経験を積むことが難しかった方や、家庭及び地域社会の活動に取り

組むことがなかった方が、学び直しによって、個性と能力を十分に発揮し、生きが
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いを感じられるようにしていくことが必要です。本白書では、学び直しへの障壁は

女性と男性によって差がみられ、そのような差を踏まえた環境整備を進めていく必

要があることなどを示しています。この度の白書の分析結果も踏まえて、男女共同

参画社会の実現に向け、関係閣僚の皆様には、一層の御協力をお願い申し上げます。 
○木原国務大臣：次に、外務大臣。 
○茂木国務大臣：ベネズエラにおける地震被害に対し、食料、保健・医療などの分野

で支援を行うため、合計３５０万ドルの緊急無償資金協力を行うこととします。 
○木原国務大臣：これをもちまして、閣議を終了いたします。 
  引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。 
  御発言はございますか。 
  無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和８年 

７月 10日 

◎ 国 会 提出 案件

○ 「 令 和７年 度 水循 環 施策 」 につ い て（ 決 定）

（ 内 閣 官 房） 

〃 ○「 令和７ 年 度男 女 共同 参 画社 会 の形 成 の状 況 」及

び 「 令 和８年 度 男女 共 同参 画 社会 の 形成 の 促進 施

策 」 に ついて （ 決定 ）      （ 内閣 府 本府 ）

〃 ○「 令和７ 年 度首 都 圏整 備 に関 す る年 次 報告 」 につ

い て （ 決定）          （ 国土 交 通省 ）

〃 ○「 令和７ 年 度土 地 に関 す る動 向 」及 び 「令 和 ８年

度 土 地 に関す る 基本 的 施策 」 につ い て（ 決 定）

（ 同 上）

〃 ○「 令和７ 年 度観 光 の状 況 」及 び 「令 和 ８年 度 観光

施 策 」 につい て （決 定 ）        （ 同上 ）

〃 ○「 令和７ 年 度交 通 の動 向 」及 び 「令 和 ８年 度 交通

施 策 」 につい て （決 定 ）        （ 同上 ）

〃 ○令 和７年 度 拉致 問 題の 解 決そ の 他北 朝 鮮当 局 によ

る 人 権 侵害問 題 への 対 処に 関 する 政 府の 取 組に つ

い て の 報告に つ いて （ 決定 )( 外務 省 ・内 閣 官房 ）

1. 参 議院 議員石 垣 のり こ （立 憲 ）提 出 ポイ ン ト

等 の 付 与 への公 職 選挙 法 の適 用 に関 す る質 問

に 対 す る 答弁書 に つい て （決 定 ）（ 総 務省 ）

〃 ○ 1.衆議 院 議員 早 稲田 ゆ き（ 中 道） 提 出留 学 生の

妊 娠 ・ 出産を 契 機と す る退 学 等の 実 態把 握 に

関 す る 第３回 質 問に 対 する 答 弁書 に つい て  

（ 決 定 ）            （ 法務 省 ） 

1. 参 議院 議員石 橋 通宏 （ 立憲 ） 提出 我 が国 に お

け る 難 民 認定の 実 態に 関 する 質 問に 対 する 答

弁 書 に つ いて（ 決 定）       （ 同上 ）

1. 参 議院 議員石 橋 通宏 （ 立憲 ） 提出 我 が国 に お

け る 難 民 認定の 状 況に 関 する 質 問に 対 する 答

弁 書 に つ いて（ 決 定）       （ 同上 ）

（ 金 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

［ 別　添 ］
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1. 衆 議院 議員小 川 淳也 （ 中道 ） 提出 総 額表 示 に

お け る 税 込価格 の 表示 方 法に 関 する 質 問に 対

す る 答 弁 書につ い て（ 決 定）   （ 財 務省 ） 

1. 衆 議院 議員山 本 ジョ ー ジ（ 無 ）提 出 筋痛 性 脳

脊 髄 炎 等 の難病 患 者お よ び新 型 コロ ナ ウイ ル

ス 感 染 症 後遺症 患 者に 対 する 障 害福 祉 サー ビ

ス の 適 切 な提供 並 びに 障 害認 定 の適 正 化に 関

す る 質 問 に対す る 答弁 書 につ い て（ 決 定） 

（ 厚 生労 働省） 

1. 衆 議院 議員山 本 ジョ ー ジ（ 無 ）提 出 年金 給 付

の 期 日 に 関する 質 問に 対 する 答 弁書 に つい て

（ 決 定 ）             （ 同上 ） 

1. 衆 議院 議員山 本 ジョ ー ジ（ 無 ）提 出 生活 保 護

制 度 に お ける勤 労 控除 の 基礎 控 除の 全 額控 除

額 に 関 す る質問 に 対す る 答弁 書 につ い て   

（ 決 定 ）             （ 同上 ） 

1. 衆 議院 議員小 川 淳也 （ 中道 ） 提出 ア ッシ ャ ー

症 候 群 及 び網膜 色 素変 性 症に 係 る治 療 アク セ

ス 等 に 関 する質 問 に対 す る答 弁 書に つ いて  

（ 決 定 ）             （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員塩 村 あや か （立 憲 ）提 出 不当 労 働

行 為 に 関 する質 問 に対 す る答 弁 書に つ いて  

（ 決 定 ）             （ 同上 ） 

1. 参 議院 議員仁 比 聡平 （ 共産 ） 提出 独 立行 政 法

人 地 域 医 療機能 推 進機 構 が運 営 する 病 院に 関

す る 質 問 に対す る 答弁 書 につ い て（ 決 定） 

（ 同 上 ） 

1. 参 議院 議員福 島 みず ほ （社 民 ）提 出 六ヶ 所 再

処 理 工 場 及びリ サ イク ル 燃料 備 蓄セ ン ター に

関 す る 質 問に対 す る答 弁 書に つ いて （ 決定 ） 

（ 経 済産 業省） 

1. 参 議院 議員福 島 みず ほ （社 民 ）提 出 むつ 中 間

貯 蔵 施 設 の中長 期 計画 に 関す る 質問 に 対す る

答 弁 書 に ついて （ 決定 ）      （ 同上 ） 
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1. 参 議院 議員福 島 みず ほ （社 民 ）提 出 高レ ベ ル

放 射 性 廃 棄物の 搬 出期 限 に係 る 責任 の 所在 に

関 す る 質 問に対 す る答 弁 書に つ いて （ 決定 ） 

（ 経 済産 業省） 

1. 参 議院 議員福 島 みず ほ （社 民 ）提 出 高レ ベ ル

放 射 性 廃 棄物の 最 終処 分 場の 開 始時 期 に関 す

る 質 問 に 対する 答 弁書 に つい て （決 定 ） 

（ 同 上 ） 

1. 参 議院 議員福 島 みず ほ （社 民 ）提 出 高レ ベ ル

放 射 性 廃 棄物の 最 終処 分 場の 建 設計 画 に関 す

る 質 問 に 対する 答 弁書 に つい て （決 定 ） 

（ 同 上 ） 

1. 衆 議院 議員小 川 淳也 （ 中道 ） 提出 石 綿含 有 建

材 を 使 用 した建 築 物の 解 体及 び 事業 承 継に 伴

う 店 舗 建 替えへ の 支援 に 関す る 質問 に 対す る

答 弁 書 に ついて （ 決定 ）   （ 国土 交 通省 ） 

 

◎ 公 布（ 法律） 

 1. 主 要 食糧の 需 給及 び 価格 の 安定 に 関す る 法律 

☆   の一 部を 改 正す る 法律 （ 決定 ） 

 1. 有人 国 境離 島 地域 の 保全 及 び特 定 有人 国 境 離

島 地 域 に係 る地 域 社会 の 維持 に 関す る 特別 措

置 法 の 一部 を改 正 する 法 律（ 決 定） 

 

◎ 政  令 

○ 国 民 年金法 施 行令 等 の一 部 を改 正 する 政 令 

（ 決 定）         （ 厚生 労 働・ 財 務省 ）                 

 

◎ 人  事 

☆ 元 新 発田市 長 近  寅 彦外 １ ４４ 名 の叙 位 又は 叙 勲  

等 に つ いて（ 決 定）  
 

 

〔 ○ 署名 あ り  ☆ 署名 な し〕 

資 料  
あ り  

資 料  
な し  

資 料  
あ り  
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令和８年 

７月 10日 

 

◎ 一 般 案件 

○ 円 借 款の供 与 に関 す る日 本 国政 府 とカ ン ボジ ア 王

国 政 府 との間 の 書簡 の 交換 に つい て （決 定 ） 

（ 外 務 省 ） 

 

 

〔 ○ 署名 あ り  ☆ 署名 な し〕 

 

（ 金 ）   件 名 外 案 件  

資 料  
な し  
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